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アイリスから分離された turnipmosaicvirus*
(球根類花 き植物 の ウイルスに関す る研究 第 1報)
井 上 成 信 ･光 畑 興 二
1975年 1月倉敷市玉也のノ､ウス叔増の球根アイリスに, モザイク症状のみが発生して
いる株に混在して,そf).イクとともにえそ症状をノもじる病rLrlの発生を見た.モ1j･1ィク症状
のみの病棟からは irismosaicvirus(IMV)が分離された (井上ら 1977)机 えそ症
状株から分般した病原ウイルスはダイコソやコカブなどのアブラナ科組物に全身感独する
turnipmosaicvirus(TuMV;*/辛:辛/串:E/E:S/Ap)であることが判明した.
TuMVは古くからアブラナ;fl個物などに●広 く発生するウイルスとしてよく知られてい
るが,7イリスから分雌されたという報皆はまだ見られない.本報は球根7イリスから分
離された TuMVについて性状を調べ,これまでに得られた成紙をまとめたもu)である.
本搬ウイルスとの比較に用いたTuMV(筑扱 10)およびTuMV抗血iI▲iは榔り勿ウイルス研究所栃
原比lR,占博士より分講されたものである.ここに探辺Io)蕊を_=滋する.
実 験 材 料 と方 法
災験に用いたウイノしスは岡山9L;L･食政市玉BJ･の-ウスJ剛LLのアイリス (urL種若紫)に発生
したモザイクとえそ症状株から分離したものである.ウイルスの継代保存にはダイコンお
よびコカブを用いて温室内で行なった,汁接接掛 ま0.1M .)ソ酸巌衝液 (pH7.0)を加
えて病薬を摩砕し,カーボラソダムを用いた常法により温室内で行なった.無病徴および
病徴不明確な植物などにおける接種結果の判言割i按擬後20-30日頃までの柄徴の有無を
観察したのち,ChenopodiumamL7ranticolor,ダイコン,コカブなどの植物に扉し座礁し
て確かめた,さらに必要に応じで屯助によりウイルス粒子並びに封入体破片の有無を観察
することによっても確かめた.
アブラムシによる伝搬試験は健全なコマツナ上で加背した-Llモ7カアブラムシ (Myzus
♪ersICae)を用いた.
血清反応試験は徴収炎反応法によって行なった.
ウイルス粒子の.`tt助観察はダイレクトネガティブ淡色法による試料について行なった.
病糞の超帝切片の花顛観察には病襲組織の糾片を6%ダルクルアルテヒトと1%幽オスミ
ウムとで固定し,エタノール脱水後,エポン樹脚 二也挫して帝yJりし,酎幣ウラニルとク
エソ酸鉛で二重染色した試料について行なった.
*本研究の一部ほ昭和511F･4)L lJ1本仙物納)1I!･羊よにいいて)'ELIした.
*ネ駅北は昭和50JFJa_=文吉'l5'rJtF･卜('il.JF光inl朽助企("11Lanrl-り066O78)によってlJな･),′tした.
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実 験 結 果
1.自然発病アイ リスにおける病徴
品唖フ_7紫の楽に明瞭な tIjIイク斑あ るいは退練糸排を生 じ,その退出斑の中心部には脱
色一黒褐色のえそLh･-または,-i_そ条班の形成が 見られた (図版 I-1).J生育は 他 に 比べてや
や衰える.花弁にはLtE入 りが認め られなかった.
2.寄主範囲と病微
汁液楼柾を試みた 14科51柾の うち. 8日15雌に全身感某 し,7科18粕 こ局部感染が
み られた.その結果は第1蓑に示 したが,それ らの うちの上な据主1ri物 と柄敗を簡単に記
述す ると次の如 くである.
〆 ,チアイ リス (lrlS):供試 した-Ⅲ上1-2:l-･Hの 某ノ上l-I1であった. 凄 絶薬にはモ リー
イ クを生 じた.その退縮部は長い集成 となるもの もあ り,のち退息が粥の中に淡褐 色のえそ
U,1ム 7イリスから分離されたウイルスの,もー_主値押
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功が形成された.全身感染し.接粍後に仲良した#･益部に明瞭lJ:モサイク斑を生じた.そ
の翌,'｢,球根を植付けて′ト音した,qr葉にuJJ川か/,rイーIJ-1'クLJ/I.じた.
タイコソ (Rai･hanussatiuus)(官重大視):接種典に経約 3mm大の褐色えそ輪′･焦を
形成した (図版 ト2), しかし病琉形成数は少rJ:かった.鮒点の内側はのち退校し,緑 芯
色となった.全身感放し,接椀後10-13l頃,最初接離楽の上 4-6番目の十分 成熟し
た薬に,えそ斑または淡縁取点を中心とした縦色-I.lit鳩 色のえそ輪点(1'-予約 1-3mm)が
多数形成された (図版 ト3,4).輪点のえそほ小さなえそ斑点の集ま()によって形成され,
のち輪点の周りは退旋し,内仙 工故化した.このような病典はえそ既の形蛇により枯死が
早まった.末展開の新薬4-5枚には病後が現われなかった.柴によってはときに葉脈上
に退緑斑を生じ,斑紋内にはえそ】乱費からなるえそ輪紋が形成された,
同上(廿日大根):接範葉に接槻2週間後,退色軌卓およびえそ排点を生じた.ときにえ
そを伴う訴緑輪点となる場合もあった. ヒ繁に淡い糞脈透化および退練成点を′巨じたが,
退線輪紋となるものもあった,退緑斑ほのち戯化し,小さなえそ乱発を生じた.また中心
が緑色の併点からなる黄色輪紋を生ずる場合もあった.病薬が古くなると, 退繰班′点およ
び齢紋が褐色となって枯死した,新薬には病徴が見られず,兼が十分成熟してから病斑が
現われた,
コカプ (Brassicara♪a):接柾兼に初め針点状のえそ班点を生じ,徐々に拡大 して
3-5mm大となった.非が舶化するとえそj私宅の周りが緑色に残った.上架に初め径約
1mmの星形状過緑拭′r.'丈を生じ,のち退縮旗のrF･J山こえそ斑点,外端に校勘色のえそを/i
じて輸紋症状となった.えそ斑は集脈にのびて葉脈が萎縮し,葉肉部が膨れて葉が外側に
大きく湾Ju]する場令もあった,また葉柄にもえそ魚群を′巨じた.･Ir.い薬には照糾色針点状
のえそ梯点を生じたが,新薬には病徴が見られなかった.
山東兼 (B.rabaL.var.amPlexicaulis,subvardentata):接種薬に過給跳点を生じ,
さらに排′市内に淡鮎色oL)えそ杭′(烹またはえそ輸紋を生じた.上薬に川 りが淡く中央部が明
瞭な緑箭色となる過録斑点を生じた.また中心にもIt色拭点のある起掠航続を/とずる場合が
あった (図版 ト5).
コマツナ (B.rabaL∀ar.Komatsunahay･a):接種薬に退緑拭′屯を生じ,のち灰褐
色の梓いえそ椛を生じた,上薬には外mリが淡い氾繰排,I.7.杏/I:.じた (脚拒ト6).また幣
脈上にfF_じた退緑乱･､-烹ほ兼脈に沿って少し仲良した.
タバコ (Nicol2'anatabacum,∀ar.WhiteBurley;Samsun)I.接種薬に接種4日後,
えそ斑点を生じ,中心が淡褐色で,周りが緑褐色 (1-1.5mm)の雌,叔となった.全身感
染しなかった.
Nicoわanacleuelandi:按碗楽に接種4-5rl後,,9,1<褐色中心淡褐色のえそ斑点(約 1-
1.5mm)を生じた.上薬には-i:)め漢の下半部の斐脈_Lに針点状のえそ餌.札 または無い
共脈えそを生じた.のちえそは伸長して一見網FT状の壌脈えそとなった.このえそは次第
に拡大してゆ合し,えそ瑞付近の全面が楯死した.いずれの集も集先にはえそ球やモザイ
クが現われず,糠色LC)健全な状態であったが.その後に生じた新発およびワキ芽の掛 こほ
先端部まてえそ斑点あるいは襲脈えそを/tL:,凝縮した.茎か伸長し,花が弟生した頃に
紘,茎にも軽いえそ糸球を形成し,それらに着!l=_する小薬は基端部より槻色に枯死し,普
た花の首にも褐色のえそ斑を生じ,兼が枯死した.
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N,glutinosa:接種掛 こ換価6日後,えそ乱,ま,さらにその周りに灰褐色のえそ輪紋を
牛じた.えそ机紋は2-31rl.に/kるLu)もあり,そ(7)内側はujら仙'化Lた.全身感染しな
かっ/こ.
トマ ト (Lyco♪ersiconesculentum):接種.兼に律4-5mmの退柑抗点を生じた (図版
Ⅱ一2).退緑斑点の内には針,在状のえそ頂点の焦りからなるえそ輪紋をノLずるものもあっ
た.葉の先端部が湾曲またはよじれ.少し董締した.上架に粥色伽を/i.じ,そのふちに針
点状のえそ班点を生じてえそ愉紋となったが=出色訊はのちやや拡大進展した,しかし病I灘
は多くなかった.
ツルナ (TelragonlpaeXPansa):接種糞に初め灰白色または淡褐色の小さなえそ斑点を
生じ,やや拡大して径約 1mm大のえそ斑点となった.のf,'えそ斑点の周りには灰白色
の紺い輪紋を生じ,なかには2-3Tr3-になるものもあった.えそ班,I.tiはゆ合して,葉の枯
死が早まった.試化した薬では灰白色の班′･∴は たはえそ輸紋の外周りが緑色に残る輪絞症
状となった.全身感染しなかった.
七ソニチコウ (Gom♪hrenaglobosa):姥機業に淡褐色のえそIJE,I.'Tlを生じ,のち中心が
炊褐色,周りが赤紫色一茶鮎色の輸紋 (径2-3mm)となり,さらに拡大して5-7mm
大になった.全身感染しなかった.
ホ ウレ1/ソウ (SL)2naCiaoleracea):接称菜に中心灰白色のえそ琉′査あるいは 小えをー揃
紋のある追録軌烹(fJf.約 3-4mm)杏/Jlじた.退船脚 ま拡大ゆ合し,華が揖緑化してく
ると,中心のえそ斑の周りが緑色に残る輪紋 (イlL約 2mm)症状となった.上薬には接唖
20日後,接柾難a:)上 1-2番薬に小さな追録斑点 (往約 1mm)を生じた (同版 Ⅱ-3),
また退緑加点の周りには針点状のえそJ乳･烹によってできるえそ抑紋を生じた.下葉が黄化
してくると,追録旗′点の川りが緑色に残る輸紋症状となった.その後に生長した新薬には
病徴がみられなかった.
ChenobDdiumamaranLICOlor:接麓非にrJt白色のえそ拭,古を′l:.じた.薬が少し退緑して
くると,斑点の周りが縁褐色となり,さらに局部病斑の川辺が次掛 こ枯死してきた.葉が
-ht化すると,中心が灰褐色,周りがアズキ色の抑紋となり,その外周りが緑色または緑褐
色の斑点となった.全身感染しなかった.
C_quinoa:接柾薬に灰 山色の上町!'.を′卜.じ, mりが線褐色 (径約 1mm)となり (阿IUi
ト9),のち褐色輪紋症状となる局部病班を形成した.全身感熱しなかった.
7ダソソウ (BetavulgarisL.γar.Cl'cla):接種葉に接梯10-11日後乳 退緑斑点
を生じ,のち軋L加)周 りが淡くえそ化した.某が訳化すると,中心が荊白色で,その周り
が右京色の輪紋となった.また線鋸rn紋は次抑 こ赤褐色の愉紋 (径約 2-3mm)となった.
全身感染しなかった.
ソ ラマ メ (Viciafaba)･'接穂薬に褐色のえそthJ,点を生じた.葉が訴化すると斑点q)局
りが緑色に残り,また葉脈上に長く緑色班が残ることもあった,全身感熱しなかった.
シュソギク (Chrysanthemum coronarium L.var.sjxitiosum):按櫛葉に接種3-4
日後,褐色のえそ批点 (1-2mm)を生じ,のち甲や拡大した (図版 Ⅱ-1).上手に淡い
過線斑点の罷りによるモザイク斑を生じ,病徴か進むと紬萌色斑の周りに褐色のえそを生
ずることもあった.上部の柴には退緑研点状のモ.)ごイクを生じ,酔い垂桁を生じた.
捷学 研究
ヒヤクニチソウ (Z21nniaelegans):接唖掛 こ接種6口後, 淡い過も長斑点-淡灰緑色斑
点を′I;じた.上薬には多数の過緑此 1T,を牛 じた (図版Ⅱ-5).兼脈上に′じじた退緑軌 封土
星形状を示し,0)も射躍いこのびてゆ合し,長形0)iL緑 はあるいは葉脈緑潤になるものも
あった.花弁にはカラーフレ-キングを生じた.赤色花では小さな長形の斑紋を生 じ,中
が赤苅色,括川 が漉し.赤色となる相巴性の斑入 り症状となった.ピンクあるいは調色TEで
は退色性の斑入 りを生 じた.
3.7プラムシによる伝搬
l時間絶食させたItモ7カアブラムシを肺病 N.cleyelandii上で30秒間の探 り挿入ま
たは10分間吸汁させ,接種植物の N.clevelmdnに1本当たり20Vq移し,4時間の自然
吸汁の後摺虫した.
第2ぷアイリスから分雑されたウイルスのモモアカ77ラムシによる仁湖
接柵- 物 接 協 組 物 蟹碧賢哲よ姦 豊 nRLp'~Tl-'i二.諾
N.cleuelandlt N.clevelandl1 20 3/5 0/5
発病株数′姥秤株数
適齢紙巣は第2蓑に/示す. ウイルスの徴用.吸汁30秒間の搾 T)挿入でミミ接椛植物5本中
3本が発病したが.獲得吸汁10分間のものには発病がみられなかった.
この結果本ウイルスはモモアカ7プラムシによって非永続的に伝搬されることが認めら
れた.
4.物 理 性
汁舷接椀によって局部病斑を生じた ツ/Lナの接柵薬を0.01M リソ円安経机液 (pH 7,0)
の10倍丑で麿砕し,ガーゼでろ過したのも,3,000rpm 5分間遠心した上清液を供試 し
た.検定植物には C.amaranticolor(1区6薬)を用い,不活化敵艦,希釈限度および保
存限度を調べた.
;第3度 7イリスから分離されたウイルスのiLナ1枚巾での物理化
不活化批舷 希 釈 限 度 保 有 髄 腔
50-550C 10~9-10~4倍 4-81H20oC)
瑛験結果は第3表に示す.本ウイルスの租汁液中での不活化温皮は 50-55oClo牙,兼
釈限度は 10L3-101,保TT-1限度は20oCて4-8日であった.
5,TuMV 抗血清との反応試験
ウイルス抗原には TuMV一筑後 10および本 ウ1'ルスの椎病 N.clezJelandiiの病薬をそ
れぞれ_1-.理食塩水の10倍丑で磨砕し, ガ-･tI'てろ過したのち 3,000rpm lO分間 遠心し
た上前粗汁液を供試した.血措反応試験はTuMV抗餌l守を用い,微凝塊反応法によって
行なった.
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･T,I4=h lrト16L/T離株ウイルスのTuMV抗瓜Iに対するlJL.iJ-=反LLC試験
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供試粗汁液作成植物 N.cleuelandi壬:試料 Sl.全身感取柄贋,試料 L･,捲織♯
実験の結果は第4表に示す.TuMV筑後 10抗原は抗血清希釈 512倍まで凝集反応が認
められた.一万本ウイルスとは N.cleuelandiiの全身感染非汁液を抗原とした吸合抗血清
弟釈 512倍まで,同種接触薬汁液を抗原とした場合抗血清府釈 1024倍まで凝集反応が認
められた.しかしN.clevelandl手の健全菓汁液とは凝集反応が認められなかった. この
結果,本ウイルスは TuMV と血清学的に深い蜘緑関係にあると判定された.
6.TuMV 抗血清による中和試験
ウイルス掛 まN.clevelandiの柑三病葉を 0.01M リソ鴨綻W･,-T液 (pH 7.2)10倍罷肢で
膳砕し,ガーゼでろ適 した後,3,000rpm 5分･問遠心した上清粗汁牧を用いた.TuMV
抗血清 (力価第4表)は30倍に蘇釈して用いた.本ウイルスの粗汁液と抗血清,本ウイ
ルスの粗汁液と正常血清 (30倍希釈)をそれぞれ 1:1に混合し, これを検定植物に搾樟
した.検定植物にはタ,1'コ (Samsun;半頻法),C.amaranlicolorおよび N.clevelandn
を供訳した.
血榊の
那5某 TuMV抗血講ir･川いたIri-16分雌株ウイルスの中和試抑
局部柄放散唯びに全身感染のIb触
- ウイルス 検- ｡､.宝 島 C･(aim;Il=rFi260,I" (1轟 ge,vel‰ 染)
止端;血 hl)I+ri-16 55.3 57.5 7.3 +
TuMV +Iri-16 0.7 0 0
実験結果は第5表に示す.局部病蝕の形成数はタバコでは半襲当たり正常血清混合区で
55.3個,抗血治氾合区で0.7個,C.amaranilCOlorでは 1薬当たり前者で57.5個,後者
で0,N.clevelandiでは1兼当たり前着て7.3個,後者で0であった.N.clevelandilは
全身感染榊物であるが,正常血清混合区では全身痛徴を現わし,抗血清混合区では全身病
微を現わさなかった.なおタバコを検定他物として用いた試験で,抗血清混合区に'-E.じた
半業当たり0.7個の局部病斑は半非法で行なったので,他方からの汚数によるものかもし
れないと考えられた.
これらの結果,本ウイルスは TuMV抗血桁によって病原性が完全に中和されたものと
判断した.
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7.ウイルス粒子の形態
汁液接種によって発病した N.clevelandi.ホウL,ソソウなどの全身感染典 およびツル
ナの接種東から常法の DN法によって作成した試料について,硯朗観察によりウイルス
粒子の形態を調べた.いずれの植物からも,粒子の長さ約 750nm,幅約 13nm のひも状
粒子が認められた (IBl版 Ⅲ-1).
8.病葉超薄切片の電顕観察
椎病 N.clezJelandiおよび コカブ典の'u締切片像には,細胞質内に散在または小塊塊
したウイルス粒子および封入体が観察された (fRIJ&-Ⅳ-1,2).封入体は pinwheel,cir-
cular.curvedlaminatedaggregate.bundle.tubeなどの鵬道を示した (矧坂Ⅳ-2,
V-1-9).N.clevelandi壬の柄薬では pinwheelの分岐が湾曲し,典型的な pinwheel構
造を示し,中心が明瞭な])ソグを形成するものがみられた (図版 Ⅴ-1-3).さらに単独
にあるいは pinwheelに接する1蛮または多丑の環状牌蓮や湾曲する屑板状の1aminated
aggregateも認められた (図版 V-4-7).それらの封入体の分枝と分枝との間, あるい
は環状構造の内外に粒子の械断面と,Itl.われる球状体が認められた (図版 V-1-7).
またコカブの病薬でも分枝の湾曲する pinwheel.環状構造および樗曲する laminated
aggregateが観察された (図版 V-8,9).
1両放物とも湾曲の少なく長い周板状の Iaminatedaggregate構造は認められなかっ
た .
DN法試料について観察したN.clevelandil,コカブ,ホウレンソウ,シュンギク,ツル
ナなど多くの病典には細胞質内封入体の敵片7rJi硯射されたが,その多くは管状耶進であっ
た (図版 Ⅲ12,3).それらの封入体には管状側面に対し斜めの平行直線微細構造が認め
られ,その線間隔は約 5.3nmであった.
考 察
球板7イリスのウイルスとしては Irismosaicvirus (IMV)が世非の各地に広く発
生分布していることが知られている (Brunt1973).わが国でも球根アイリスには IMV
に起因するモザイク病の発生が著しく多い (井上ら 1977).ところが非にモザイクととも
にえそ斑を生じた病棟から分配したウイルスは汁液接種により,7ブラナ科のダイコン,
コカブ,コマツナなど,キク科の シュンギク, ヒヤクニチソウなどに全身感染し,タバ
コ,C.amaTanicolorなどには局部病戊を生じた. この柄原ウイルスは寄主If-1屯田や病徴,
7プラムシ伝搬,物理性,ウイ/I,ス粒子の形態,血清反応,病薬超薄切片の促戯観察など
の所見から turnipmosaicvirusの1系統と同定された.
TuMVは7ブラナ科柄物をはじめ いくつかの地科細物にも裾でLL,-Lu.yr'/こ広 く分布し
ていることが知られているが,TuMVが7イリスから検出されたという報告は みられな
い.
TuMVは Yoshi(1963)によれは,わが国に発生するダイコ1/モIfイクウイルスには
N glutinosaやカソランに腺病撤または無感狼のものが多く, これらを TuMVの普通
系またはダイコソ系と呼び, カンランに明瞭な ringspotと necrosisを牛じ,かつ N
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glulinosaに判然たるモザイクを生じるものをCabbagestrainとしている.このCabbage
strainはカソランや-クサイに病原性が強 く,英国を初め欧米諸国に発生が 多いよう
である (Hogganand Johnson1935,Tompkins1938.'39,'70.LeBeau and Walker
1945,Yoshi1963). 吉井ら (1963)はさらに TuMV の普通系を N.glutlnOSa上に作
る病徴の程掛 こよって3即に分けた.本ウイルスは N.Blutinosaに局部病斑を′Lじ,全
=射盛教がみられなかったこと,およびカノラt/に感染しないことから,i:井らの分脚 こ従
えば TuMV の普通系に属L,さらに N.glutlnOSaにおける感触性からC群に近いとい
える.しかし本ウイルスは/､クサイ (京都1号)に感染せず,またダイコンにはモザイク
とならずえそ輪紋を生ずることなと寄生性において 古井らの示した TuMVの普通系C肝
とも異なる点がみられる. 本ウイルスは また HogganandJohnson(1935)が槻告した
turnipmosaicvirus1,LeBeauandWalker(1945)が報告した TuMVT8isolate,
わが国で維告されたダイコンPウイルス (栃原1959ab),コマツナから分離されたウイル
ス (明日山ら 1950), クキクチナの モザイク ウイルス (田中ら 1952), ナンキンマメの
TuMV (井 ヒら 1964)などとも寄生性において異なるようである.
TuMVはその分離株によりN glutinosaに対する病原性に著しい強弱があり,変異か
みられる. その病原性強弱の程度を大別してみると,感染しないもの (Tompkins1939,
栃原 1959,ArnoldandBald1960),接椀兼に無病徴感塊し,全身感召上しないもの (Bhar-
gavaandJoshi1960),接撞薬に局部病班を形成し,全身感染しないか,あるいは軽い全
身病徴Ji-現わすもの (Tompkins1938,'39,LeBeauandWalker1945,Holings1957,
Yoshi1963,古井ら 1963,栃原 1965,Feldmanetal.1972),明瞭な全身病故を現わす
もの (LarsonandWalker1941,BerkeleyandWeintraub1952,Yoshi1963,井上ら
1964),時に致命的な激しい全=明白徴･1,現わすもの (Smith1935.BerkeleyandWeint-
raub1952)とに分けられる. このように TuMVは分離昧によりN.glutinosaに対す
る病原性に戯ijLjの毒があることは, 上井ら (1963),土居ら (1950),田中ら (1952),負
釈 (1957).栃原 (1965)らも示している如く,タバコ,カソランなどに対する病原性の
有無とともに,分煤の一つの目やすにできるものではないかと考える.
第6表 Iri-16分舟と株ウイルスとTuMV(21[粍10)とのモな寄主比心の比性
植 物 ILri-16分 離 珠s LTuMV(筑削 0)S
♂/くコ(WhiteBurley)
N.glutfnosa
メ'ィ コ ソ
コ ~7 ツ ナ
- クサ イ (広郷lり)
C.amaranlicolor
C.qulnOa
ヒ什クニチソウ
ソ ラ ~7 メ
NS
NS
CS-1V良 CS-NS
CS.NS CSINR
UNS-CS
WNS-CS
CS CS
NS
NS
CS mo
(CS) CS,Mo
NS VC,CS,Mo.hTSStu
lT:S CS,NS
WNS-CS CS(WNSJ
WNS-CS CS(WNS)
VC.Mo
NS NS.CS
L:接敵地.S:Jt身感触虹 .TJS:えそ軌真,_TiR･.えそ輪蚊,CS:辿細波,.エ,WNS:T.)(仁1
也えそ桝点,WNS-CS.･小えそ仙譲の川Y)出札 Mo,モザイク,mO:帖いモザイク,VC:
史脈適明.Stu:盛rlnI, ( )IJlよ帖/<光tL
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TuMV(筑後 10)と本ウイルスとの査二l三性比較rLi験を行なったところ,射6義 に/=jtす
如く,いくつかの植物における反応に 相連がみられた. _=Eな相近点を上げると,TuMV
(筑後10)は N.glutinosaに容易に全身感染し,ダイ コン, コマツナ, ヒi･クニチソ
ウなどの全身病徴が 明脱な Itザイクとなり(矧振正一6-8),また-クサイ (京都 1写り,
C.amarantcolor,C.quinoa,ソラマメなどにも全身 感染したのに対し,本ウイルスは
ダイコソの全身病故がえそ輪紋 (図版 ト3,4), ヒャク二チソウの全身病徴が Chlorotic
spotとなってモザイクとはならず,またN.glutinosa,C.amaranticolor,C.quinoa,ソラ
マメには全身感染せず,局部病斑のみ生じ,/､クサイ (京都1号)には感染しないことな
どであった.しかし血始反応試験では本ウイルスと TuMVはともに TuMV (筑後10)
抗血清と同じ血清希釈段階まで反応し,また本ウイルスは TuMV(筑後 10)抗血清と混
合することによって病解性を消失し,中jrlが完全に成立した.これらの成机から,本ウイ
ルスは血清学的に TuMV抗原と梅めてよく頒似するものであるといえる.
以上のような ことからアイリスから分雌された本ウイルスは turnip mosaicvirus
に屈するが,今までに 多くの報皆がみられる TuMV の系統とは寄生性を岩下掛 こする
TuMV の1系統と同定された.
TuMV牒病薬の超薄切片性には細胞質内に pinwheel,laminated aggregateや cir-
cularなどの封入体が認められることが知られている(Kameietal.1969ab.Edwardson
andPurcifuu1970.McDonaldandHiebert1975).McDonaldand Hiebert(1975)
によると,TuMV の3分離株のそれぞれに,感触した B.pert)m-dis頻超薄切片の唱朗観
寮では,cylindricalinclusionに2つの形態的タイプのあることを認め,その1つはlong
RaHaminatedaggregate構造 (TuMV-D)であり,他の1つはshortcurvedlaminat-
edaggregateの構造 (TuMVIR)を示したことを報答している.本ウイノレスではコカフ
と N cleuelandiの病薬細胞贋内に shortcurvedlaminatedaggregateや circule構
造が,I/uJ,められ,これらの形状は McDonaldらが示した TuMV-R株によって導かれた封
入体の形状に煩似している.しかし本ウイルスでは典型的な pinwheel(図版 Ⅴ-1)も認
められ,McDonaldらが観察した2つのタイ7の一方に限定して考案することは幽艶であ
った. また 以上の ような形状は Kameiら (1969ab)や Edwardson and Purcirul
(1970)が報告した封入体の構造のタイプとも輿なるもののようである,
摘 要
1975年 1月倉敷TF玉島の/､ウス栽培の球触 アイ 1)スに モ7Jilイク病の光生とともに,モ
ザイクとえそをiLじるウイルス病が発生した.本則はそのモザイクとえそ症状を生じた病
棟から分離したウイルスについて桝兜を1j.なったもので,その柄脱ウイルスは turnip
mosaicvirus(TuMV)と同定された,
本ウイルスは汁液接超により調べた14日51也の組物のうち,アブラナ科のダイコン,
コマツナ,コカブ,キク科の シュンギク, ヒャクニチソウなど8科 15唖に全身感放し,
タバコ (WhiteBurley,Samsun),C.amwantlCOlor,C.qulnOa.N.gluiinosaなどの7
料18唖には局部柄城が形成された.キュウリ,カソラン,ノ､クサイ (京都 1-号),ケ-
ル,アヤメなど8科18種には感免か認められなかった.本ウイルスは モモア/)アプラム
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シ (MyzusI)ersicae)によって非永続的に 伝搬された.粗汁液中の不払化限耕土耐熱性
50-550C (10分),耐希釈性 10~3-10-4,酎促有性 4- 8日 (20oC)であった.
TuMV抗爪清を用いた徴凝塊反応法試畝では同種抗J/hjTrと512(A,本ウイルスと1024倍
まで反応が認められた,また TuMV抗血清と本ウイルスとの中和試験では病原性か完全
に失なわれ,中和が成立した.
ウイルス粒子は長さ約 750nm のひも状であった. また病糞からの PTA 染色による
DN法試料には管状形の封入体の砂片が認められた.そ′ノ)封入体には線間隔約 5.3nm の
平的微細構造が観察された.電掛こより慨'fiした コカフ,N.cleuelandiの病兼組織の
超薄切片像には細胞質内に Pinwheel,circular,shor亡curved laminated aggregate.
bundle構造の封入体が認められた.
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7.フダンソウの全身病放,退緑斑
図 版 Ⅲ
I.DN法試料にみられるウイルス粒子 ×50.000
2･DN法試料にみられる封入体 ×100,00
3.同 上 ×500,000
l 悠染 N.clevelandil'盛の畑締切汁にみちltる TuMV粒 fIjfl塊 ×20.000

